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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名

〒３１１－１４２６

茨城県鉾田市樅山５７９－１

自己評価作成日 平成２１年５月２１日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先ＵＲＬ

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２１年７月１５日 評価確定日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

認知症高齢者グループホーム　和みの家

０８７３６００６１３

社会福祉法人　樅山会

　自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２１年１０月５日

　特別養護老人ホームに隣接されており、施設入居者と在宅福祉サービス利用者との交流の場と
して、地域の方に広く開放されています。季節の行事などを取り入れ、ゆったりとした流れの中
でお互いに明るく楽しい交流を図っています。また、のどかな雰囲気の中で、家庭菜園もあり四
季おりおりの野菜を作り、皆様に召し上がって頂いたりしています。

　同一法人の介護老人福祉施設は開設２０年の歴史があり、「やすらぎの家をめざして」という
理念を掲げ、運営者は地域で支え合う心を大切に職員と共に実践につなげるよう努めている。
　利用者の意見を汲みあげられるよう毎月１回生活改善委員会を開催し、お互いに支え合う生活
を利用者と職員が共につくりあげるよう取り組んでいる。
　少しずつ地域との結びつきが深まり、隣接する小学校の運動会では父兄が利用者の参加を奨励
し送迎を受けられる体制がある。
　法人内の納涼祭では事前に看板を立て地域へ参加を呼びかけたり、炊き出しやバザーなど年中
行事を通して地域の人々の協力や参加を得て交流している。
　利用者の家族等が年２回ホームの大掃除に参加したり、庭園の手入れをするほか、年１回の家
族交流会では食事会を開催しゲームを楽しんだりして交流している。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

まだありません

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２１年９月３０日

平成２１年９月１８日



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

特養設立当初から「やすらぎの家を
めざして」という理念をかかげ、玄
関入り口、正面の掲示板や事務室内
に明示し、スタッフ会議の中で読み
上げるなどして、理念に必ず触れ確
認し合う様にしています

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

敬老会や近くの小学校の運動会に参
加している。また、納涼祭を行なう
際に、地域に呼びかけを行い、当日
は、多数の参加を頂いています

地域の様々な研修活動に参加し、認
知症ケアの向上に努めている。ま
た、当施設独自の介護予防パンフ
レットを作成して、閲覧して頂ける
様になっています。

運営推進会議の中で、利用者の現状
や、行事内容の報告を行い、その都
度意見を述べて頂きサービスの向上
に努めている。また、検討事項につ
いては、次回の会議において経過報
告を行い意見を頂くようにしていま
す

1 1

2 2

3

4 3

外　部　評　価

　同一法人の介護老人福祉施設の設立当初から
「やすらぎの家をめざして」という理念がある。
　一人ひとりが家庭的な雰囲気の中でその人らし
く安らかに暮らせるよう、管理者と職員は会議の
中で折に触れて話し合い理念を共有し実践してい
る。
　地域密着型サービスの意義を踏まえた取り組み
は実践されているが、独自の理念に見直すまでに
は至っていない。

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた独自の理念に見直すことを
期待する。

　同一法人の介護老人福祉施設と介護老人保健施
設の利用者や在宅福祉サービスの利用者と交流す
るほか、市の敬老会に参加し交流している。
　隣接する小学校の運動会では父兄が利用者の送
迎を手伝うなど、参加を奨励されている。
　納涼祭は事前に看板を立て地域の人々に参加を
呼びかけるほか、炊き出しやバザーなど年中行事
を通して地域の人々の参加や協力得て交流してい
る。
　近隣の方が収穫した農作物を届けてくれる。

　運営推進会議は年間予定が計画され３ヶ月に１
回開催するとともに、利用者の現状やサービスの
実状、年間行事などを報告している。
　外部評価への取り組み状況について報告し話し
合うとともに、出た意見をサービスの質の向上に
活かしている。
　認知症の理解や地域密着型サービスなどの理解
を深められるように資料を配布したり説明をして
いる。

　今後、２ヶ月に１回の開催を予
定されているので計画どおり開催
することを期待する。

1 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活
用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

情報提供して頂くなどしている。
入居者について、判断が難しい問題
が生じたとき等、市町村担当者に連
絡をし、協力を頂いています。

代表者が研修に参加し学んできた事
を、勉強会を実施し職員の理解を深
め、身体拘束をしないケアを心がけ
ています

勉強会の中で、高齢者虐待防止法に
ついて話し合いを行い、どのような
行為が虐待に当てはまるのかを理解
し、虐待防止に努めています

以前、水戸法務局　鹿島支局より講
義をしていただいた際の資料を基
に、勉強会で理解を深めている。玄
関入り口に、パンフレットを置き、
利用者やご家族にも周知頂ける様努
めています

5 4

6 5

7

8

　市には事業所の利用状況を報告するとともに、
ケアサービスの具体的方法などを相談し協力を得
ている。
　市から空室の確認を受けるなど協力関係を築い
ている。

　法人内に身体拘束委員会があり定期的に開催す
るとともに代表者が参加している。
　代表者が研修で学んできた内容を職員会議で報
告している。
　マニュアルを作成し職員の理解を深めるととも
に、言葉による拘束を含めた身体拘束をしないケ
アを心がけている。
　外出しそうな様子を察知したら見守り同行して
いる。
　玄関は施錠していないが門扉は防犯上施錠して
いる。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見
の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　日々の関わりの中で利用者の意見を聞くよう努
めるとともに、家族等の訪問時には積極的に意見
を出してもらえるような関係づくりを心がけてい
る。
　運営推進会議では家族等の代表者から、年１回
の家族交流会では家族等から意見や要望を聴くと
ともに、出た意見等を運営に反映させている。
　季刊誌で利用者や家族等からの意見や要望に対
する改善結果を報告している。
　重要事項説明書に事業所や第三者委員、行政機
関など苦情相談受付窓口を明記している。

　管理者は、職員の日々の気づきをケアに活せる
よう月１回ヘルパー会議を開催し意見交換すると
ともに勉強会などで職員の意見や要望を聞き、出
た提案などを運営に反映させている。

・入所契約書及び重要事項説明書に
基づき、十分な説明をし、ご理解頂
いたうえで、同意書に記入いただい
ています　　　　　　　　　　・解
約においても十分説明を行い理解し
ていただいています

・月に一度生活改善委員会を開き、
入居者の意見を取り入れている。
・運営推進会議、家族交流会や面会
時において、いろいろな意見を頂い
ている。また、苦情・相談委員会を
設置し、意見があったときは委員会
を開催し、対策検討しています。

随時、職員の意見や提案等を受け付
けている。月一回ヘルパー会議を設
けてケアの向上に努めています。

・職員用の休憩室が確保してありま
す。　　　　　　・年２回健康診断
を行い、体調管理に努めています
・資格取得においても、分かりやす
い所に貼り付け、自由に閲覧できる
ようにしています。

9

10 6

11 7

12

3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

同じ目線に立ち、利用者を理解し、
コミュニケーションを図りながら、
信頼関係を築いています。

必要とされる研修に参加し、勉強会
に取り入れている。また、研修報告
書を作成し回覧しています

研修会等に参加し、ケアの向上につ
とめています

家族から話を聞き、事業所としてど
のような対応がしていけるか理解し
ていただき、安心できる関係作りを
心がけています。

これまでの経緯や、サービス利用状
況を把握し、利用者や家族が何を必
要としているのかを会話の中で確認
しながら理解を深めています

13

14

15

16

17
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支
援

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

家族・友人・知人等と自由に訪問し
ていただき、外出もしていただいた
りして、交流が図れるように努めて
います

利用者について、記録簿や引継ぎ簿
に記入し、職員間で共有していま
す。また、お茶の時間は職員も一緒
に取り会話を持つなどして、利用者
同士の関係がうまくいくように配慮
しています

退所され、保健施設等に入所された
方等に声掛けして、迎えに行き、一
緒にお茶をしたり、家族交流会にお
招きするなどして交流を図っていま
す

家族が面会に来た時は、入居者の日
常の生活状況をお話し、家族の事な
どについて話し合いを持ち、共有に
努めながら、ケアにあたっています

利用者が何を必要としているのかを
考え、職員や他の利用者とコミュニ
ケーションを取りお互いが信頼でき
る関係作りをしています。18

19

20 8

21

22

　職員は利用者の生活習慣やこれまで培ってきた
人や場所との関係の把握に努めるとともに、友人
や知人が自由に来訪できるよう支援している。
　職員が同行し教会に行ったり、従姉妹や近所の
知人を訪問するために、ホームから連絡を入れて
都合を確認し同行するなど、利用者のこれまでの
地域社会との関係を継続していくための支援をし
ている。

5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

○チームでつくる介護計画とモニタ
リング

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

利用者本人の生活等から生活のリズ
ムを把握し、残存能力を活かせるよ
うケアにあたっています

日々の生活の中で常に声掛けを行い
把握するように努めています。ま
た、意思の疎通が困難な方は、表情
などから汲み取り、確認するなどし
て意思の疎通を図っています

利用者本人のお話や、家族、知人等
の面会の時など把握に努めています

本人、家族等との話し合いのデータ
を基に、ヘルパー会議の中で話し合
いをして、介護計画の作成に活かし
ています。

23 9

24

25

26 10

　利用者の言葉や言葉にしづらい思いを、表情や
行動から汲み取り対応するため勉強会を聞きなが
らケアの向上に努めている。

　フェースシートで趣味などを把
握したり、職員の日々の気づきを
ケアに取り入れるなど、利用者一
人ひとりの希望や意向を把握する
取り組みを期待する。

　利用者や家族等の意見を随時確認するととも
に、月１回のヘルパー会議や日々の支援の中で職
員が感じたことを反映した介護計画を作成し、定
期的に評価している。
　また、利用者の状態の変化に応じて話し合い検
討するとともに、利用者や家族等の意見を確認し
ながら現状に即した介護計画に見直している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所
の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

利用者や家族が希望するかかりつけ
医の方もおられる為、入所時に確認
し了解を得ています。通院において
は、家族の希望により職員が同行し
ており、診察結果においては、変化
があった場合は随時家族に連絡をし
ています。

隣接する保健施設と常時連絡を取
り、健康管理や医療活動を行なって
います。

個別に食事、水分量、排泄時間や変
化があった場合に記入し、勤務開始
時に確認し共有しています。

急な外出や宿泊、通院や送迎の必要
な支援において、柔軟に対応してい
ます。

利用者が安心して生活して頂ける
様、近くの消防団の方に来ていただ
き、年3回消防訓練を行っている。
また、月2回買物に出かけたり、本
人や家族の希望に応じ、訪問理容や
送迎しての理容のサービスを利用し
ていただいています。

29

30 11

31

28

27

　利用開始時にかかりつけ医を確認するととも
に、月２回職員が同行し通院支援をしている。
　家族等の要望により同一法人の医療機関にかか
りつけ医を変更したり、希望に応じて協力医療機
関へ受診するなど、適切な医療が受けられるよう
支援している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

○重度化や終末期に向けた方針の共
有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

地元消防団に協力を頂き、年3回消
防訓練をおこなっています。また、
緊急時に職員が駆けつける時間を把
握する為に、緊急連絡網をまわして
います。

入院時には、本人の情報を医療機関
に提供し、頻繁に職員が見舞うよう
にしている。また、家族や担当医師
とも情報交換し、回復状況の把握に
努め、退院支援に結び付けている。

当事業所においては、自立されてい
る方が入所の条件であり、入所時の
説明において家族の了解を頂いてい
る。

すべての職員が消防署の協力の下、
普通救命講習を終了しています。ま
た、ヘルパー会議において、マニュ
アルを基に勉強会を行なっていま
す。

32

33 12

34

35 13

　自立が利用の条件であることを利用契約書や重
要事項説明書に基づいて契約時に説明するととも
に、事業所でできることを説明して方針を共有し
同意を得ている。
　利用者のかかりつけ医や法人の医療機関などと
の連絡を密にしている。
　マニュアルを作成するまでには至っていない。

　重度化や終末期の方を対象にし
ない場合でも、事業所が対応しう
る最大のケアを職員で共有し、利
用者や家族等が安心できるようマ
ニュアルを作成することを期待す
る。

　防災訓練は消防署や地元の消防団の協力を得な
がら年３回実施するとともに、地域との協力体制
を築いている。
　夜間を想定した訓練を年１回以上実施してい
る。
　利用者一人ひとりの誘導方法や誘導時の注意事
項などを一覧表にするとともに、安全に避難がで
きるよう関係者で共有している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の
支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

職業や過去の生活暦からご本人の好
む色やなじみのあるコーディネート
を提案し、一緒に考えながら衣類の
選択を勧めます。催事の時には、
少々奇抜でもファッショナブルな服
装を勧めることもあり、「ハレ」と
「ケ」のアクセントのある生活とな
るような支援を行なっています。

利用者の意向を聞きながら、季節に
応じた催し物を企画しています。し
かし、外出当日の体調や天候によっ
ては利用者の気持ちが変わることも
あるので、意向を尋ね無理強いする
ことがないように注意しています。

ご本人の人生の中で一番輝いていた
頃の思い出を積極的に話してもらう
よう働きかけ、一人ひとりの存在が
かけがえのないことであると感じら
れるように日頃の会話に気をつけて
います。

言葉にできない状況の方もあるので
想定される選択肢を具体的に提示し
本人の気持ちが表出しやすいように
支援しています。

36 14

37

38

39

　排泄誘導は羞恥心に配慮しながらさりげなく声
をかけ居室や共同トイレに誘導している。
　人生の先輩として敬意を忘れず利用者が自己決
定できるように対応している。
　ヘルパー会議で具体的な言葉かけや対応につい
て話し合っている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

ランチョンマットやお箸のセッティ
ング、食卓の花を飾る事を利用者と
職員と共同して行ない楽しみのある
食卓となるようにしています。また
月に一度の外食は、利用者の希望か
ら外出が難しくなったので出前に変
更しましたが、普段とは違う味付
け、ボリュームでそれぞれの好む内
容のものを配達してもらい喫食する
ようにしています。

嚥下に支障のある方にはとろみをつ
けた水分を準備したり、それぞれの
好みの飲み物を飲めるよう準備して
います。

全員に口腔内アセスメントを行い、
歯磨き支援の必要性の確認後、食後
のうがい・歯磨き、入れ歯の洗浄を
支援しています。

個々の排泄時間を考慮し、トイレ誘
導を行っています。

40 15

41

42

43 16

　毎月１回利用者と職員、栄養士で生活改善委員
会を開催し、利用者の意見や食事の好みを取り入
れている。
　ホーム行事や誕生会は利用者の意見を取り入れ
献立を決めている。
　利用者一人ひとりの能力に応じて、配膳や下
膳、後片付けなどを職員と共にしている。
　利用前から使用していた茶碗や箸を使用し、デ
イサービス利用者と職員を含め共に食事を楽しん
でいる。

　職員は利用者一人ひとりの排泄のパターンを記
録し把握している。
　居室のトイレや共同トイレなど個人の習慣に基
づいて支援している。
　夜間のみ尿取りパットを使用している利用者も
定期的に誘導し、トイレでの排泄を支援してい
る。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

腹部マッサージを行い自然排便や牛
乳・ヨーグルト、サツマイモなど自
然排便を促進する食品の喫食を進め
ています。

基本的には、入浴は毎日行なってい
る。本人の体調を伺い、バイタル
チェックを行ないながら入浴してい
ただいている。午後体調不良が多く
見られる方については、本人と話を
して、午前中に入浴したり、シャ
ワー浴にしたりしています。

利用者の体調や表情を考慮し、日中
の活動を促し、安眠して頂ける様心
がけています。

利用者個人ごとの、ファイルを作
り、薬の目的、副作用、用法用量に
ついて把握している。薬は、朝、
昼、晩と分けて保管し、食事介助者
が名前を確認し、手渡しで服用して
頂いている。また、変更があったと
きは、服用しての状態を医師に報告
しています

生け花や、食事作り、盛り付け、
テーブル拭き、モップ掛けなど利用
者それぞれに出来る事を役割とし
て、見守りながら行なっていただい
ている

44

45 17

46

47

48

　入浴前に血圧や体温の状態を確認したうえで、
利用者の希望にそって毎日午前中や夕方、順番な
どに配慮して支援をしている。
　希望により男女別にも対応できるよう浴室は
２ヶ所設置している。
　また季節感や香りを楽しめるように菖蒲湯や柚
子湯などを取り入れている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

手紙はもちろん本人に手渡しし、電
話の場合は、コードレスで、利用者
の居室で話していただいています

利用者が集まる食堂や和室は、見通
しがよく、音楽をかけたりして落ち
着いた雰囲気を大切にしている。ま
た、季節感を大切にして、七夕、月
見、入浴時には、菖蒲湯、ゆず湯、
食堂では、草もちや、冬は餅つきを
したりして楽しんでいただいていま
す

家族よりお金を預かり事務所で保管
しているが、買物の際は、お財布を
持ち、支払いは職員が側で見守りな
がら、自分で行なっています

天気の良い日は、なるべく外に出て
いただくように支援しています。自
力歩行、歩行器、シルバーカー、車
椅子とそれぞれですが、外でお茶を
したり、手作り弁当を食べたりして
います。また、遠足など距離がある
ときは、本人に確認し、家族に相談
したりして、予算も考慮し、時に
は、職員が下見するなどして、利用
者が安心して出かけられるよう支援
しています
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　法人内の合同遠足があり、季節の味覚などを楽
しめる機会をつくっている。
　天気の良い日は、手作りのお弁当を持って近隣
に外出したり、庭に出て日光浴や外気浴ができる
よう支援している。

　庭に植木や季節の花々、自家菜園があり家族等
の協力を得て手入れをしている。
　それを眺められる玄関や広い居間、食堂に続く
サンルームには明るい日差しが取り入れられ、
ゆっくりとくつろげる椅子やテーブルが設置され
ている。
　キッチンには十分な採光が取り入れられ清潔感
があり、居間には畳のスペースがあるなど、テレ
ビを見たり談話を楽しめるようになっている。
　浴室の窓からは外の植木や植物が鑑賞でき露天
風呂のような雰囲気が楽しめるようになってい
る。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者の状態に合わせ、廊下、浴室
等の手すりの位置、安全確保に心が
け、自立への配慮をしています。ま
た、居室を間違えてしまう利用者に
は、居室入り口に、目印に花をつけ
てみたりして、分かりやすいように
配慮しています

各居室には、家族が自宅から持って
きたラジオやテレビ、写真、寝具
類、植物などがあり、それぞれに個
性があり、落ち着ける、過ごしやす
い場になっています

庭や玄関の椅子の他サンルームに
テーブルと椅子、廊下にはフット
マッサージ器と椅子を設置してあり
利用者同士で自由に使っていただい
ています

55

53

54 20

　利用者は愛読していた書物や信仰にそった十字
架、家族等の写真や室内の装飾、寝具や衣服、テ
レビなど使い慣れたものや好みのものを持ち込
み、自宅と同じように生活できるよう工夫をして
る。
　職員は家族等の協力を得て居心地よく過ごせる
よう配慮している。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。
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（様式４）

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 3
一般家庭では、認知症へ
の理解が低い

地域の人に認知症の方
へのかかわり方の理解
を深めていただく

地域貢献の一環として、パン
フレットを作成し、民生委員
さんに、訪問時に配付してい
ただく

1年

2 42
機会をとらえた口腔ケア
の徹底が出来ていない

口腔ケアの支援を的確
に行なう

・口腔ケアが必要な人のアセ
スメントをし、タイミングの
方法を選択できる。
・実施と効果確認ができる

1年

3 34 健康状態の把握
健康観察により、異常
の早期発見が出来るよ
うになる

病気の理解の勉強会や、観察
ポイントの明確化

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画

作成日　 平成２１年５月２８日

事業所名　　高齢者グループホーム和みの家
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